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　参議院選挙結果は改憲勢力が２／３以上を占めた。思えば２月のロシアによるウクライナ侵攻から
世論の潮目が変わった感がする。他国に侵略されないためには日本はもっと軍事力を強化しなければ
ならないという主張が幅をきかす様になる。その情勢に乗じ、急先鋒だったのが安倍元首相であった。
故人の事を悪く言わないのが日本人の美徳と言われるが、しかし彼は国政を私物化し、数の力で特定
秘密保護法、共謀罪そして安保関連法案を強行し、米国と共に戦う国に変貌させた。民主主義を軽ん
じた政治家が民主主義を否定する凶行に襲われたのは歴史の皮肉である。
　「彼は将来、『民主主義を破壊した首相』として歴史に記憶されるだろう」と以前にも書いたことが
あるが、私たちはこの間、「１９日国会前行動」や「改憲反対署名街宣行動」などを取り組んできたが、
出来れば彼が存命中に法案等を破棄できなかったことが悔やまれる。選挙終盤での凶行は有権者の投
票にも影響を与え、いわゆる「香典票」が自民党に流れたと思われる。しかし投票率が若干上がった
とはいえ、有権者の半数しか投票に行ってない。自民党の得票率は国民の約２割であり、２割の支持
しかない政党がこの国の政治を牛耳っている。多くの国民は政治に無関心か、あるいは「投票しても
何も変わらない」と思っていて、また非正規の人たちは選挙に行くどこではないという生活に追われ
ている。この国民の層にどう切りこんでいけるのかが鍵である。いわゆる政治的関心層や浮動票と言
われる層が数％でも動けば全く違う結果となるであろう。
　今後３年間は国政選挙が無い「黄金の３年間」と言われているなかで、改憲勢力は今以上に攻勢を
強めると思われるが、一方で私たちはそれに対抗する勢力をどう構築するのかが問われている。例え
ば日本の安全保障問題について言えば、現実の起こっているウクライナ侵攻を台湾有事と重ねあわせ
た時に多くの国民は、「自分の国は自分（あるいは米国に）で守る」という主張に単純共感し、「自衛
隊反対」「９条を守ろう」とはなっていない。私たちの立場は、「日米安保条約破棄」であるが、では
日本の安全保障についてどうあるべきなのかについて具体的に国民に示さないと支持は広がらない
のも事実である。残念ながら私たちを含めていわゆる護憲派と言われる人たちはそういう議論を「タ
ブー」化してきた感を否めない。今、必要なのは自分たちの主張に自信と確信を持つ、理論整備をす
ると共に、私たちの考えている事を内外に訴えることである。改憲反対はもとより、反原発、労働争
議の解決、最低賃金の引き上げなど課題は多いが頑張ろう。
　７月の街宣行動は１９日、１６時から新宿駅西口です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：滝沢寿隆
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◆

　私は、参議院選挙候補者になって 3ヶ月、

北は北海道、南は鹿児島まで、全国を回りま

した。格差と貧困を無くす。多様性を尊重す

る社会にします。非正規雇用労働者を物件費

と扱い、人件費に計上しません。社会保険に

加入ができません。公平な社会環境ではない

のです。非正規 65％が女性で年収 100 万円

以下少なくありません。一方で大企業は莫大

　新社会党は、参議院選挙で社民党と比例共

同で闘ってきました。報道でもご存じのよう

に、改憲勢力が 2/3 を確保する結果となり

ました。私たち立憲野党の結集ができなかっ

たことから当然の結果となりました。

　それでも、新社会党は 12 年ぶりの国政へ

の挑戦で全党員が結集して参議院選挙を闘い

ました。いろいろな課題はあるもの「おかざ

き彩子さん」は、3 ヶ月間、全国を駆け回り

奮闘しました。その行動を支えたのは全国の

同士です。行く先々で「おかざき頑張れ」「挑

戦してくれてありがとう」の声を頂き、原動
力となって走り続けました。

　どこに行っても笑顔で対応、訴えるときは

鋭く、共感を得ました。得票は目標に届かず

悔しい結果ですが、護憲の砦である社民党の

政党要件を維持しました。比例 1 名の当選

を得ました。

　私たちの闘いは「負けの連続です」選挙戦の

総括から、新たな展望を開きましょう。厳しい

現状を打破するために、自治体選挙、機関誌活

動等々から、新たな展望を開きましょう。

な利益を得ています。格差と貧困を無くすに

は、非正規を無くし、少なくとも最賃 1500

円、消費税は 3年間ゼロにする。大胆な政

治改革が必要です。自公政権はやりません。
改革するのはおかざき彩子、おかざき彩子で

す。大企業の搾取を許しません。憲法を守る

党、非武装中立を宣言する社民党のおかざき

彩子をお願いします。

◆間もなく 20時に迫るとき、支援者から選

挙戦をねぎらう花束が送られ、感激の涙と当

選する決意を拳を上げて答えました。応援し

てくださいました全国の支援者に御礼を申し

上げます。

　　　
■社民党政党要件維持！
　1.258.501 票　2.37%( 得票率 )
◆獲得議席 1 名
◆政党名票 964.020
福島瑞穂　　216.984　当選
宮城一郎　  　22.309
岡崎彩子 　 　17.466
山口わか子　  13,791
大椿裕子　　  10.390
秋葉忠利　    　6,623
久保孝喜　    　4,518
村田峻一　　 　2,519神戸三宮

西宮市阪急ガーデンズ
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　第 26回参院選で護憲派の目標は、三分の

一議席を確保することにあったが、達成でき

なかった。

　改憲勢力に三分の二議席を許せば改憲国民

投票が具体的な政治日程に上るという、事態

での選挙だった。憲法の最大の危機を前に、

新社会党の存在自身が問われていた。

　護憲共闘再構築・強化のための「護憲の第

三極」の確立の選挙でもあった。立憲民主党

や共産党だけでは、護憲勢力の総結集とはな

らず、野党共闘そのものが危機的な状況にな

りかねないからだ。そのために社民党の政党

要件の確保が何としても必要であった。　　

　その認識のもとに新社会党は、社民党の要

請を受け、比例名簿に党青年女性委員会の岡
﨑彩子代表を登載し、共同して戦うことを決

意した。

　十数年ぶりの全国選挙、党員の高齢化、さ

らに岡﨑候補の決定も公示４カ月前という困

難さもあった。
　ロシアのウクライナ侵攻は、戦争の悲惨な

現実をさらしたが、軍事力による抑止力・軍

拡を後押しした。さらに投票日２日前には安

倍晋三元首相銃撃事件が起き、国民の理性を

大きく揺さぶった。

　選挙結果は、改憲勢力に三分の二議席を許

すことになり、危うい政治情勢となった。

　一方、立憲民主党、共産党は比例票を減ら

し、れいわは横ばいの中で社民党が得票を増

やし、困難視された政党要件を確保したこと

は大きな成果だ。その原動力に新社会党、緑

の党、各地の憲法を守り抜くという市民の奮

闘があることは間違いない。

新社会党は奮闘した。岡﨑候補の「女・シン

グル・それでも生きていける社会へ」の訴え
は、多くの共感をもって受け入れられた。引

きこもりも経験した候補者自身の言葉は、今

日の日本社会の中で生きづらさを抱えた人々

の心にそのまま響き、様々な社会的弱者に寄

り添う活動を行っている団体・個人と新たな

関係、関係の深化を構築できたことも党に

とっての財産となる。党員・関係者全員で共

有し、教訓化すべき課題である。

　「こんな楽しい選挙は久々だ」との声も寄

せられ、社民党からも「本気の共闘が始まっ

ている」と感謝が届いた。遊説をＳＮＳで視

聴し、「全国で活動する新社会党の存在に感

動した」との声、マスコミ関係者からは「年

老いた組織と思っていたが、若い人たちの参

加に意外感があった」との弁も聞いた。

　しかし、得票が目標に大きく届かなかった

のも事実である。私たちの闘いは道半ばであ

る。多くの人たちと出会い・繋がり、経験・

財産を確かなものにし、来春の自治体選、次

期参議院選挙につなげなければならない。

参院選を総括し、党組織を点検し、改憲阻止

の闘いを担うために新社会党は引き続き前進

する決意である。　　

　　　　　　　　新社会党中央選挙対策本部

　　　　　　　　２０２２年７月 11日

千葉松戸
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す闘いにすると集会

は進んだ。

　行動は、菱山南帆

子さんの司会で進め

られ、支援 ･連帯の

挨拶が続く。主催者

を代表して、小田川

　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

　6月 19 日、定例で取り組む国会前 19 日

行動が、「参院選勝利！ロシアのウクライナ

侵略反対！即時撤退！改憲発議反対！」のス

ローガンのもとで開かれた。「賃金が上がら
ない」「年金

が下がった」

「物価だけが

上がる」それ

なのに、参院

選の世論調査は「自民党の圧勝、維新が野党

第一党に護憲勢力が足踏み」こんな新聞見出

しに動揺もする。　

　現在まで、野党共闘の実現は 12 選挙区。

野党共闘の実現無しに臨めば大敗する。「黄

金の 3年間」を実現させる。7/10 参院選投

開票まで、立憲野党と市民の共闘で「自公と

維新」を叩き、社民、共産、立民議席を伸ば

共同代表から次の挨拶がされた。「昨日の福

島原発刑事責任追求について、「津波の規模

が想定外」だとして東電の責任を回避した。

とんでもない判決に怒ります。高橋の災害と

比較にならない原発事故を「想定外」で片づ

けられない。原発事故の無責任を明らかにし
たのが、最高裁判決です。私たちは原発ゼロ

を今一度高く声を上げましょう。次に参議院

選です。護憲と戦争できる国にさせない。自

公政と維新、国民民主の補完勢力に負けられ

ない。改憲勢力に 2/3 以上の議席を与えら

れない。正念場です頑張りましょう。」とは

なされ、続いて立憲野党から、大河原雅子議

員（立憲民主党）、宮本徹議員（日本共産党）、

福島瑞穂議員（社会民主党）、連帯挨拶は、 

福山市民連合、内田雅敏弁護士（安保立憲訴

訟）からされた。

　改憲勢力に議席を与えない闘いを実現し

ようとしたが、出来なかった。19行動等、

大衆的な力を強く取り組み続けよう。

国会前行動

国会前行動

国会前行動

司会の菱山さん


